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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベイヤーパターンに従って配列された、少なくとも３種類の色成分を有する画像データ
から、前記画像データの第１ライン及び第２ライン上に含まれる第１色成分に対応する第
１画素と、前記第１ライン上に含まれる第２色成分に対応する第２画素と、前記第２ライ
ンに含まれる第３色成分に対応する第３画素と、を抽出する画像データ制御部と、
　前記画像データにおいて、符号化すべきターゲット第１画素に対してカラム方向に最近
接する参照第１画素を参照して、前記ターゲット第１画素を符号化することにより、第１
符号化画素を生成する第１符号化部と、
　前記画像データにおいて、符号化すべきターゲット第２画素に対してライン方向に最近
接する参照第２画素を参照して、前記ターゲット第２画素を符号化することにより、第２
符号化画素を生成する第２符号化部と、
　前記画像データにおいて、符号化すべきターゲット第３画素に対してライン方向に最近
接する参照第３画素を参照して、前記ターゲット第３画素を符号化することにより、第３
符号化画素を生成する第３符号化部と、
　前記第１符号化画素と、前記第２符号化画素と、前記第３符号化画素と、を合成するこ
とにより、符号化データを生成する符号化データ生成部と、を備え、
　前記画像データ制御部は、
　前記第１ライン及び前記第２ライン上に含まれる前記第１画素乃至第３画素を２ライン
１カラム毎に前記第１符号化部乃至第３符号化部へ供給することを特徴とする画像圧縮装
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置。
【請求項２】
　前記画像データ制御部は、
　前記画像データをライン単位で記憶するラインメモリと、
　前記ラインメモリに記憶された前記画像データを、前記第１符号化部乃至第３符号化部
へ供給するメモリ制御部と、を備える、請求項１に記載の画像圧縮装置。
【請求項３】
　前記メモリ制御部は、前記第１画素及び前記第３画素のセットと、前記第１画素及び前
記第２画素のセットと、を前記ラインメモリから読み出す、請求項１又は２に記載の画像
圧縮装置。
【請求項４】
　前記第１画素が、毎サイクル連続して前記第１符号化部へ供給され、前記第２画素が、
２サイクル毎に前記第２符号化部へ供給され、前記第３画素が、２サイクル前に、且つ、
前記第２画素が供給されないサイクルに、前記第３符号化部へ供給されるように、前記画
像データの配列を並べ替える並べ替え部を備える、請求項１乃至３の何れかに記載の画像
圧縮装置。
【請求項５】
　前記第１画素と、前記第２画素と、前記第３画素と、に基づいて、前記第１符号化部、
前記第２符号化部、及び前記第３符号化部の符号量を制御する、符号量制御部をさらに備
える、請求項１乃至４の何れかに記載の画像圧縮装置。
【請求項６】
　前記符号量制御部は、
　前記第１画素に対して複数の符号量を用いた符号化処理を適用することにより、第１サ
ンプルデータを生成する第１サンプル生成部と、
　前記第２画素に対して複数の符号量を用いた符号化処理を適用することにより、第２サ
ンプルデータを生成する第２サンプル生成部と、
　前記第３画素に対して複数の符号量を用いた符号化処理を適用することにより、第３サ
ンプルデータを生成する第３サンプル生成部と、
　前記第１サンプルデータ、前記第２サンプルデータ、及び前記第３サンプルデータに基
づいて、最適符号量を選択し、前記最適符号量を、前記第１符号化部と、前記第２符号化
部と、前記第３符号化部とへ供給する、符号量選択部と、を備える、請求項５に記載の画
像圧縮装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、画像圧縮装置、画像処理システム、及び画像圧縮方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像の符号化方法としては、予測画素を計算し、計算により得られた予測画素を
量子化し、量子化により得られた量子化データを符号化する方法が知られている。予測画
素の計算方法としては、ＳＭＩＡ（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｉｍａｇｉｎｇ　
Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）で、ベイヤーパターンに従って配列されたＲＧＢデータに対
して、色成分毎に、水平方向に近接する複数の参照画素を用いる方法が知られている。ベ
イヤーパターンでは、色成分が、水平方向に１画素間隔で配列されている。即ち、予測画
素は、予測の対象となる原画素と、原画素から水平方向に２画素分離れた参照画素と、を
用いて計算される。
【０００３】
　しかしながら、原画素と予測画素との間の差分値は、参照画素と予測対象画素の距離に
応じて、大きくなる。また、差分値が大きくなるほど、量子化誤差も大きくなる。即ち、
従来の符号化方法の量子化誤差は、２画素分の距離に相当する。
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【０００４】
　一般に、量子化誤差が大きくなるほど、符号化における信号雑音比（以下「ＳＮ比」と
いう）が低下する。ＳＮ比の低下は、符号化データを復号して得られる復号データ（即ち
、画像データ）を再生したときの画質に悪影響を及ぼす。
【０００５】
　また、ベイヤーパターンでは、水平方向については、画素間の感度差はないが、垂直方
向については、画素間の感度差がある。従って、垂直方向の間隔が１画素以下であったと
しても、垂直方向に最も近い位置の元画素に基づいて予測画素を計算すると、符号化処理
の際にＳＮ比が低下する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－１９１９３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、符号化処理の際のＳＮ比の低下を防ぐことである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態の画像圧縮装置は、画像データ制御部と、第１符号化部と、第２符号
化部と、第３符号化部と、符号化データ生成部と、を備える。画像データ制御部は、ベイ
ヤーパターンに従って配列された、少なくとも３種類の色成分を有する画像データから、
前記画像データの第１ライン及び第２ライン上に含まれる第１色成分に対応する第１画素
と、前記第１ライン上に含まれる第２色成分に対応する第２画素と、前記第２ライン上に
含まれる第３色成分に対応する第３画素と、を抽出する。第１符号化部は、前記画像デー
タにおいて、符号化すべきターゲット第１画素に対してカラム方向に最近接する参照第１
画素を参照して、前記ターゲット第１画素を符号化することにより、第１符号化画素を生
成する。第２符号化部は、前記画像データにおいて、符号化すべきターゲット第２画素に
対してライン方向に最近接する参照第２画素を参照して、前記ターゲット第２画素を符号
化することにより、第２符号化画素を生成する。第３符号化部は、前記画像データにおい
て、符号化すべきターゲット第３画素に対してライン方向に最近接する参照第３画素を参
照して、前記ターゲット第３画素を符号化することにより、第３符号化画素を生成する。
符号化データ生成部は、前記第１符号化画素と、前記第２符号化画素と、前記第３符号化
画素と、を合成することにより、符号化データを生成する。さらに画像データ制御部は、
　前記第１ライン及び前記第２ライン上に含まれる前記第１画素乃至第３画素を２ライン
１カラム毎に前記第１符号化部乃至第３符号化部へ供給する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態の画像処理システム１のブロック図。
【図２】本実施形態の画像データの概略図。
【図３】第１実施形態の画像圧縮装置１０のブロック図。
【図４】第１実施形態の第１符号化部１４のブロック図。
【図５】第１実施形態の画像処理システム１のブロック図。
【図６】第１実施形態のメモリ制御部１２２及びラインメモリ１２４の動作の説明図。
【図７】第１実施形態のＤＰＣＭ１４１及びＩＤＰＣＭ１４２の動作の説明図。
【図８】第２実施形態の画像処理システム１のブロック図。
【図９】第２実施形態の並べ替え部１２６の動作の説明図。
【図１０】第３実施形態の画像圧縮装置１０のブロック図。
【図１１】第３実施形態の符号量制御部１３のブロック図。
【発明を実施するための形態】
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【００１０】
　本実施形態について、図面を参照して説明する。はじめに、本実施形態の画像処理シス
テム１の構成について説明する。図１は、本実施形態の画像処理システム１のブロック図
である。画像処理システム１は、画像圧縮装置１０と、イメージセンサ２０と、を備える
。イメージセンサ２０は、画像データ（例えば、ＲＧＢデータ）を生成するモジュール（
例えば、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃ
ｏｎｄｕｃｔｏｒ）センサ）である。画像圧縮装置１０は、イメージセンサ２０が生成し
た画像データを圧縮する。
【００１１】
　本実施形態の画像データについて説明する。図２は、本実施形態の画像データの概略図
である。図２は、ライン方向（Ｈ方向）に１０カラム（Ｃ０～Ｃ９）、且つ、カラム方向
（Ｖ方向）に１０ライン（Ｌ０～Ｌ９）のマトリクスに、ベイヤーパターンに従って配列
された１００画素を示している。画像データは、３種類の色成分（第１～第３色成分）に
対応する画素（第１画素Ｇ、第２画素Ｒ、及び第３画素Ｂ）を含む。例えば、画像データ
は、Ｂａｙｅｒ ＲＡＷデータである。
【００１２】
　第１画素Ｇは、全ラインＬｎ｛ｎ：０～９｝及び全カラムＣｍ｛ｍ：０～９｝上に現れ
る画素である。第１画素Ｇは、Ｈ方向及びＶ方向に、１画素間隔で配列されている。即ち
、Ｈ方向及びＶ方向において第１画素Ｇ（Ｌｎ，Ｃｍ）に近接する第１画素は、Ｈ方向及
びＶ方向に１画素分離れた第１画素Ｇ（Ｌ（ｎ＋１），Ｃ（ｍ＋１））である。例えば、
Ｈ方向及びＶ方向において第１画素Ｇ（Ｌ０，Ｃ０）に近接する第１画素は、第１画素Ｇ
（Ｌ１，Ｃ１）である。
【００１３】
　第２画素Ｒは、偶数ラインＬ（２ｊ）｛ｊ：０～４｝及び奇数カラムＣ（２ｉ＋１）｛
ｉ：０～４｝上に現れる画素である。第２画素Ｒは、Ｈ方向及びＶ方向に、１画素間隔で
配列されている。即ち、Ｈ方向及びＶ方向において第２画素Ｒ（Ｌ（２ｊ），Ｃ（２ｉ＋
１））に近接する第２画素は、Ｈ方向に２画素分離れた第２画素Ｒ（Ｌ（２ｊ），Ｃ（２
ｉ＋３））及びＶ方向に２画素分離れた第２画素Ｒ（Ｌ（２ｊ＋２），Ｃ（２ｉ＋１））
である。例えば、Ｈ方向及びＶ方向において第２画素Ｒ（Ｌ０，Ｃ１）に近接する第２画
素は、第２画素Ｒ（Ｌ０，Ｃ３）及びＲ（Ｌ２，Ｃ１）である。
【００１４】
　第３画素Ｂは、奇数ラインＬ（２ｊ＋１）及び偶数カラムＣ（２ｉ）上に現れる画素で
ある。第３画素Ｂは、Ｈ方向及びＶ方向に、１画素間隔で配列されている。即ち、Ｈ方向
及びＶ方向において第３画素Ｂ（Ｌ（２ｊ＋１），Ｃ（２ｉ））に近接する第３画素は、
Ｈ方向に２画素分離れた第３画素Ｂ（Ｌ（２ｊ＋１），Ｃ（２ｉ＋２））及びＶ方向に２
画素分離れた第３画素Ｂ（Ｌ（２ｊ＋３），Ｃ（２ｉ））である。例えば、Ｈ方向及びＶ
方向において第３画素Ｂ（Ｌ１，Ｃ０）に近接する第３画素は、第３画素Ｂ（Ｌ１，Ｃ２
）及びＢ（Ｌ３，Ｃ０）である。
【００１５】
　（第１実施形態）
　第１実施形態は、ラインメモリを用いて量子化誤差を低減する、画像圧縮装置１０の例
である。図３は、第１実施形態の画像圧縮装置１０のブロック図である。画像圧縮装置１
０は、画像データ制御部１２と、第１～第３符号化部１４～１６と、符号化データ生成部
１８と、を備える。
【００１６】
　画像データ制御部１２は、第１～第３符号化部１４～１６へ供給すべきデータを制御す
る。具体的には、画像データ制御部１２は、イメージセンサ２０から画像データを取得し
、当該画像データから、第１画素Ｇと、第２画素Ｒと、第３画素Ｂと、を抽出し、第１画
素Ｇを第１符号化部１４へ供給し、第２画素Ｒを第２符号化部１５へ供給し、第３画素Ｂ
を第３符号化部１６へ供給する。
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【００１７】
　第１符号化部１４は、全ライン（即ち、偶数ライン及び奇数ライン）上に含まれる画素
に対して、符号化処理を適用する。具体的には、第１符号化部１４は、画像データのライ
ン方向及びカラム方向において、符号化すべき第１画素（以下「ターゲット第１画素」と
いう）Ｇに最も近い第１画素（以下「参照第１画素」という）Ｇ´を参照して、ターゲッ
ト第１画素Ｇを符号化することにより、第１符号化画素を生成する。
【００１８】
　第２符号化部１５は、偶数ライン上に含まれる画素に対して、符号化処理を適用する。
具体的には、第２符号化部１５は、画像データのライン方向において、符号化すべき第２
画素（以下「ターゲット第２画素」という）Ｒに最も近い第２画素（以下「参照第２画素
」という）Ｒ´を参照して、ターゲット第２画素Ｒを符号化することにより、第２符号化
画素を生成する。
【００１９】
　第３符号化部１６は、奇数ライン上に含まれる画素に対して、符号化処理を適用する。
具体的には、第３符号化部１６は、画像データのライン方向において、符号化すべき第３
画素（以下「ターゲット第３画素」という）Ｂに最も近い第３画素（以下「参照第３画素
」という）Ｂ´を参照して、ターゲット第３画素Ｂを符号化することにより、第３符号化
画素を生成する。
【００２０】
　符号化データ生成部１８は、符号化データを生成する。具体的には、符号化データ生成
部１８は、第１～第３符号化画素を合成することにより、符号化データを生成する。符号
化データは、画像処理システム１の外部に接続されたモジュール（例えば、外部メモリ及
びデコーダ）に供給される。
【００２１】
　第１実施形態の第１～第３符号化部１４～１６の構成について説明する。図４は、第１
実施形態の第１符号化部１４のブロック図である。なお、第２及び第３符号化部１５及び
１６の構成は、第１符号化部１４と同様である。
【００２２】
　第１符号化部１４は、差分パルス符号変調部（以下「ＤＰＣＭ（Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉ
ａｌ　Ｐｕｌｓｅ　Ｃｏｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｒ）」という）１４１と、量子化部１
４２と、可変長符号化部１４３と、逆量子化部１４４と、逆差分パルス符号変調部（以下
「ＩＤＰＣＭ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　ＤＰＣＭ）」という）１４５と、を備える。
【００２３】
　ＤＰＣＭ１４１は、有効信号Ｖに応じて、ＩＤＰＣＭ１４５からフィードバックされる
フィードバック画素と、第１画素Ｇと、に対してパルス符号変調処理を適用することによ
り、フィードバック画素と第１画素Ｇとの差分値を示す第１差分信号を生成する。量子化
部１４２は、ＤＰＣＭ１４１により生成された第１差分信号を量子化することにより、第
１量子化信号を生成する。可変長符号化部１４３は、第１量子化信号に対して可変長符号
化処理を適用することにより、第１符号化画素を生成する。逆量子化部１４４は、第１量
子化信号を逆量子化することにより、第１差分信号を生成する。ＩＤＰＣＭ１４５は、逆
量子化部１４４により生成された第１差分信号に対して逆パルス符号変調処理を適用する
ことにより、フィードバック画素を生成する。
【００２４】
　第１実施形態の画像処理システム１の構成について説明する。図５は、第１実施形態の
画像処理システム１のブロック図である。イメージセンサ２０は、センサコア２１と、第
１及び第２リードコントローラ２２，２４と、タイミングジェネレータ２６と、アナログ
デジタル変換器（以下「ＡＤＣ（Ａｎａｌｏｇｕｅ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅ
ｒｔｅｒ」という）２８と、を備える。画像データ制御部１２は、メモリ制御部１２２と
、ラインメモリ１２４と、を備える。
【００２５】
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　センサコア２１は、レンズ（図示せず）を介して入力された光を、電気信号に変換する
。センサコア２１は、ライン方向（Ｈ方向）及びカラム方向（Ｖ方向）に配列された複数
の撮像素子を備える。センサコア２１の出力（電気信号）は、画像を表す信号である。
【００２６】
　タイミングジェネレータ２６は、タイミング制御信号ＴＣを生成する。タイミング制御
信号ＴＣは、第１及び第２リードコントローラ２２，２４、並びにメモリ制御部１２２の
動作タイミングを制御する。
【００２７】
　第１リードコントローラ２２は、１又は複数のライン毎に、読み出しラインを指定する
第１制御信号を生成する。第２リードコントローラ２４は、１又は複数のカラム毎に、Ｈ
方向の読み出し画素位置を指定する第２制御信号を生成し、第１制御信号が指定する読み
出しラインに基づいて、読み出し画素位置を特定し、センサコア２１が変換した電気信号
を読み出す。例えば、第１及び第２リードコントローラ２２，２４は、シフトレジスタを
備える。
【００２８】
　ＡＤＣ２８は、第２リードコントローラ２４により読み出された電気信号を、デジタル
信号（図２の画像データ）に変換する。デジタル信号の数は、第２リードコントローラ２
４により読み出されるカラムの数に応じて決まる。例えば、第２リードコントローラ２４
が２カラム毎に電気信号を読み出す場合には、デジタル信号は、第１及び第２デジタル信
号Ｄ１，Ｄ２である。
【００２９】
　ラインメモリ１２４は、ＡＤＣ２８の出力（画像データ）をライン単位で記憶する。メ
モリ制御部１２２は、ラインメモリ１２４への画像データの書き込みと、ラインメモリ１
２４からの画像データの読み出しと、第１～第３符号化部１４～１６の動作と、を制御す
る。例えば、ラインメモリ制御部１２２は、第１順に従って、複数ライン（例えば、４ラ
イン）の画像データをラインメモリ１２４へ書き込み、第２順（即ち、第１順とは異なる
順）に従って、ラインメモリ１２４から画像データを読み出し、読み出した画像データＧ
，Ｒ，Ｂと、第１～第３符号化制御信号Ｖ１～Ｖ３と、を第１～第３符号化部１４～１６
へ供給する。
【００３０】
　メモリ制御部１２２及びラインメモリ１２４の動作例について説明する。図６は、第１
実施形態のメモリ制御部１２２及びラインメモリ１２４の動作の説明図である。図６では
、破線が読み出し動作を示し、実線が書き込み動作を示し、「Ｇ００」等が図２の第１画
素Ｇ（Ｌ０，Ｃ０）等に対応し、「Ｒ０１」等が図２の第２画素Ｒ（Ｌ０，Ｃ１）等に対
応し、「Ｂ１０」等が図２の第３画素Ｂ（Ｌ１，Ｃ０）等に対応する。
【００３１】
　書き込み動作では、第１順に従って、１ライン２カラム毎に、２画素が書き込まれる。
例えば、第１画素Ｇ２０及び第２画素Ｒ２１が書き込まれた後は、第１画素Ｇ２２及び第
２画素Ｒ２３が書き込まれる。
【００３２】
　読み出し動作では、第２順に従って、２ライン１カラム毎に、２画素が読み出される。
例えば、第１画素Ｇ００及び第３画素Ｂ１０が読み出された後は、第２画素Ｒ０１及び第
１画素Ｇ１１が読み出される。即ち、メモリ制御部１２２は、２ラインの奇数カラム上に
含まれる第１及び３画素Ｇ，Ｂのセットと、２ラインの偶数カラム上に含まれる第１及び
第２画素Ｇ，Ｒのセットと、を順次ラインメモリ１２２から読み出す。
【００３３】
　即ち、メモリ制御部１２２は、第１画素Ｇ（例えば、Ｇ００）を第１符号化部１４へ供
給した後に、カラム方向において当該第１画素（即ち、ターゲット第１画素）Ｇに近接す
る第１画素（即ち、参照第１画素）Ｇ（例えば、Ｇ１１）を、第１符号化部１４へ供給す
る。また、メモリ制御部１２２は、第２画素Ｒ（例えば、Ｒ０１）を第２符号化部１５へ
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供給した後に、ライン方向において当該第２画素（即ち、ターゲット第２画素）Ｒに近接
する第２画素（即ち、参照第２画素）Ｒ（例えば、Ｒ０３）を、第２符号化部１５へ供給
する。また、メモリ制御部１２２は、第３画素Ｂ（例えば、Ｂ１０）を第３符号化部１６
へ供給した後に、ライン方向において当該第３画素（即ち、ターゲット第３画素）Ｂに近
接する第３画素（即ち、参照第３画素）Ｂ（例えば、Ｂ１２）を、第３符号化部１６へ供
給する。
【００３４】
　第１実施形態のＤＰＣＭ１４１及びＩＤＰＣＭ１４２の動作について説明する。図７は
、第１実施形態のＤＰＣＭ１４１及びＩＤＰＣＭ１４２の動作の説明図である。図７では
、Ｇ００が図２の第１画素Ｇ（Ｌ０，Ｃ０）に対応し、Ｒ０１が図２の第２画素Ｒ（Ｌ０
，Ｃ１）に対応し、Ｂ１０が図２の第３画素Ｂ（Ｌ１，Ｃ０）に対応する。
【００３５】
　図７（Ａ）は、第１画素Ｇ１１について差分信号を生成するときのフィードバック画素
が第１画素Ｇ００であり、第１画素Ｇ０２について差分信号を生成するときのフィードバ
ック画素が第１画素Ｇ１１であることを示している。
【００３６】
　第１符号化部１４において、ＤＰＣＭ１４１が第１画素Ｇ０２について差分信号を生成
するときに、ＩＤＰＣＭ１４５は、ＨＶ空間において最も近接する第１画素Ｇ１１をフィ
ードバック画素として、ＤＰＣＭ１４１へ供給する。次いで、ＤＰＣＭ１４１は、第１画
素Ｇ１１，Ｇ０２との差分値を示す差分信号を生成する。
【００３７】
　図７（Ｂ）は、第２画素Ｒ０３について差分信号を生成するときのフィードバック画素
が第２画素Ｒ０１であり、第３画素Ｂ１２について差分信号を生成するときのフィードバ
ック画素が第３画素Ｂ１０であることを示している。
【００３８】
　第２符号化部１５において、ＤＰＣＭ１４１が第２画素Ｒ０３について差分信号を生成
するときに、ＩＤＰＣＭ１４５は、Ｈ方向に近接する（即ち、Ｈ方向に２画素分離れた）
第２画素Ｒ０１をフィードバック画素として、ＤＰＣＭ１４１へ供給する。次いで、ＤＰ
ＣＭ１４１は、第２画素Ｒ０３，Ｒ０１との差分値を示す差分信号を生成する。
【００３９】
　第３符号化部１６において、ＤＰＣＭ１４１が第３画素Ｂ１２について差分信号を生成
するときに、ＩＤＰＣＭ１４５は、Ｈ方向に近接する（即ち、Ｈ方向に２画素分離れた）
第３画素Ｂ１０をフィードバック画素として、ＤＰＣＭ１４１へ供給する。次いで、ＤＰ
ＣＭ１４１は、第３画素Ｂ１２，Ｂ１０との差分値を示す差分信号を生成する。
【００４０】
　換言すると、第２及び第３符号化部１５，１６は、符号化の対象となるターゲット画素
について差分信号を生成するときに、Ｈ方向の距離を考慮して参照画素を選択する。一方
、第１符号化部１４は、Ｈ方向及びＶ方向の両方の距離（即ち、直線距離）を考慮して、
参照画素を選択する。
【００４１】
　第１実施形態によれば、量子化誤差を低減することができ、ひいては、符号化の際のＳ
Ｎ比の低下を防ぐことができる。
【００４２】
　（第２実施形態）
　第２実施形態は、ラインメモリの代わりに、並び替え部を用いて、量子化誤差を低減す
る、画像圧縮システム１の例である。なお、第１実施形態と同様の説明は省略する。第２
実施形態の画像処理システム１の構成について説明する。図８は、第２実施形態の画像処
理システム１のブロック図である。タイミングジェネレータ２６は、クロック信号、水平
同期信号、及び垂直同期信号を生成する。ＡＤＣ２８は、第２リードコントローラ２４で
はなく、第１リードコントローラ２２により読み出された電気信号を、デジタル信号であ
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る画像データ（図２）に変換する。画像データ制御部１２は、第１実施形態のメモリ制御
部１２２及びラインメモリ１２４ではなく、並べ替え部１２６を備える。
【００４３】
　第２実施形態の並べ替え部１２６の動作について説明する。図９は、第２実施形態の並
べ替え部１２６の動作の説明図である。図９では、「Ｇ００」、「Ｒ０１」、及び「Ｂ１
０」等は図６と同様であり、「ｃｌｋ」はクロック信号であり、「Ｈｓｙｎｃ」は水平同
期信号であり、「Ｖｓｙｎｃ」は垂直同期信号であり、「Ｄ１」、「Ｄ２」、「ＴＣ」、
「Ｇ」、「Ｒ」、「Ｂ」、及び「Ｖ１」～「Ｖ３」は、図８と同様である。
【００４４】
　第１デジタル信号Ｄ１は、初期サイクルｔ０から所定サイクル経過後のサイクルｔ１か
ら、第１画素Ｇ００、第２画素Ｒ０１、第１画素Ｇ０２の順（即ち、Ｈ方向）に、偶数ラ
イン上の画素が配列された信号である。第２デジタル信号Ｄ２は、サイクルｔ１から、第
３画素Ｂ１０、第１画素Ｇ１１、第３画素Ｂ１２の順（即ち、Ｈ方向）に、奇数ライン上
の画素が配列された信号である。タイミング制御信号ＴＣは、サイクルｔ１から、１サイ
クル毎に、ハイとロウとが交互に切り替わる。
【００４５】
　第１画素Ｇは、「Ｇ００」、「Ｇ１１」、「Ｇ０２」の順に（即ち、偶数ライン上の第
１画素Ｇと奇数ライン上の第１画素Ｇとが交互に切り替わるように）、第１符号化部１４
に供給される。第１有効信号Ｖ１の信号レベルは、サイクルｔ１から、常にハイ（即ち、
第１符号化部１４を有効化する信号）である。第１画素Ｇは、第１有効信号Ｖ１がハイの
ときに、第１符号化部１４へ供給される。即ち、第１画素Ｇは、サイクルｔ１から、毎サ
イクル連続して供給される。
【００４６】
　第２画素Ｒは、「Ｒ０１」、「Ｒ０３」、「Ｒ０５」の順に（即ち、偶数ライン上の第
２画素Ｒが連続するように）、第２符号化部１５に供給される。第２有効信号Ｖ２の信号
レベルは、サイクルｔ１から１サイクル経過後のサイクルｔ２から、１サイクル毎に、ハ
イ（即ち、第２符号化部１５を有効化する信号）とロウとが交互に切り替わる。第２画素
Ｒは、第２有効信号Ｖ２がハイのときに、第２符号化部１５へ供給される。即ち、第２画
素Ｒは、サイクルｔ２から、２サイクル毎に供給される。
【００４７】
　第３画素Ｂは、「Ｂ１０」、「Ｂ１２」、「Ｂ１４」の順に（即ち、奇数ライン上の第
３画素Ｂが連続するように）、第２符号化部１５に供給される。第３有効信号Ｖ３の信号
レベルは、サイクルｔ１から、１サイクル毎に、ハイ（即ち、第３符号化部１６を有効化
する信号）とロウとが交互に切り替わる。第３画素Ｂは、第３有効信号Ｖ３がハイのとき
に、第３符号化部１６へ供給される。即ち、第３画素Ｂは、サイクルｔ１から、２サイク
ル毎に供給される。
【００４８】
　第２実施形態によれば、第１実施形態と比べて、画像データ制御部１２のサイズを低減
することができる。
【００４９】
　（第３実施形態）
　第３実施形態は、第１又は第２実施形態と同様の機能に加えて、符号量を制御する、画
像圧縮装置１０の例である。なお、第１又は第２実施形態と同様の説明は省略する。図１
０は、第３実施形態の画像圧縮装置１０のブロック図である。画像圧縮装置１０は、第１
実施形態と同様の構成（画像データ制御部１２、第１～第３符号化部１４～１６、及び符
号化データ生成部１８）に加えて、符号量制御部１３を備える。
【００５０】
　符号量制御部１３は、符号量制御信号を生成する。符号量制御信号は、第１～第３符号
化部１４～１６の符号量（例えば、量子化係数）を制御する。具体的には、符号量制御部
１３は、画像データ制御部１２から画像データ（第１画素Ｇ、第２画素Ｒ、及び第３画素
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Ｂ）を取得し、当該画像データに基づいて符号量制御信号を生成し、当該画像データ及び
当該符号量制御信号を、第１～第３符号化部１４～１６へ供給する。第１～第３符号化部
１４～１６はそれぞれ、符号量制御信号に基づいて、ターゲット第１画素～ターゲット第
３画素を符号化する。
【００５１】
　第３実施形態の符号量制御部１３の構成について説明する。図１１は、第３実施形態の
符号量制御部１３のブロック図である。符号量制御部１３は、第１～第３サンプル生成部
１３１～１３３と、バッファ１３６と、レジスタ１３７と、符号量選択部１３８と、を備
える。
【００５２】
　第１～第３サンプル部１３１～１３３は、それぞれ、第１～第３画素Ｇ，Ｒ，Ｂに対し
て、複数の符号量を用いた符号化処理を適用することにより、第１～第３サンプルデータ
を生成する。第１～第３サンプルデータとは、それぞれ、符号量毎の第１～第３画素Ｇ，
Ｒ，Ｂの符号化データの集合である。
【００５３】
　レジスタ１３７は、サンプルデータと最適符号量との関係を示すマッチングテーブルを
記憶する。マッチングテーブルは、固定情報であっても良いし、可変情報（例えば、符号
量制御部１３の外部から更新可能な情報）であっても良い。
【００５４】
　符号量選択部１３８は、第１～第３サンプル部１３１～１３３により生成された第１～
第３サンプルデータとレジスタ１３７に記憶されたマッチングテーブルとを用いて、第１
～第３符号化部１４～１６の第１～第３最適符号量を選択し、第１～第３最適符号量を示
す第１～第３符号量制御信号を、第１～第３符号化部１４～１６へ供給する。
【００５５】
　バッファ１３６は、第１～第３画素Ｇ，Ｒ，Ｂが符号量選択部１３８に供給されてから
、第１～第３符号量制御信号が生成されるまでの間、第１～第３画素Ｇ，Ｒ，Ｂを記憶す
る。バッファ１３６に記憶された第１～第３画素Ｇ，Ｒ，Ｂは、第１～第３符号量制御信
号とともに、出力される。
【００５６】
　第３実施形態によれば、第１又は第２実施形態と比べて、符号化データの符号量を最適
値にすることができる。
【００５７】
　なお、本実施形態では、画像データが、３種類の色成分に対応する画素を含む例につい
て説明したが、画像データは、４種類以上の画素を含んでも良い。即ち、本実施形態の画
像データは、少なくとも３種類の色成分に対応する画素を含むものである。
【００５８】
　本実施形態に係る画像処理システム１の少なくとも一部は、ハードウェアで構成しても
良いし、ソフトウェアで構成しても良い。ソフトウェアで構成する場合には、画像処理シ
ステム１の少なくとも一部の機能を実現するプログラムをフレキシブルディスクやＣＤ－
ＲＯＭ等の記録媒体に収納し、コンピュータに読み込ませて実行させても良い。記録媒体
は、磁気ディスクや光ディスク等の着脱可能なものに限定されず、ハードディスク装置や
メモリなどの固定型の記録媒体でも良い。
【００５９】
　また、本実施形態に係る画像処理システム１の少なくとも一部の機能を実現するプログ
ラムを、インターネット等の通信回線（無線通信も含む）を介して頒布しても良い。さら
に、同プログラムを暗号化したり、変調をかけたり、圧縮した状態で、インターネット等
の有線回線や無線回線を介して、あるいは記録媒体に収納して頒布しても良い。
【００６０】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない
範囲で構成要素を変形して具体化される。また、上述した実施形態に開示されている複数
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実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる
実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００６１】
　１　画像処理システム
　１０　画像圧縮装置
　１２　画像データ制御部
　１２２　メモリ制御部
　１２４　ラインメモリ
　１２６　並び替え部
　１３　符号量制御部
　１３１　第１サンプル生成部
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